

· 今回のテーマは「目標管理」＆「ＫＪ法」
　この職場研修担当者連絡会も第３回目となりました。

　今回のメインテーマは、『目標管理』について。第１回目の連絡会の際、グリーンヒルズ藤枝では目標管理制度を導入しているとの話を伺い、それ以来多くのメンバーが是非詳しく聞いてみたいと思っていたのが、ついに実現の運びとなりました。

　それからもう一つ取り上げたのがワークショップの『ＫＪ法』。施設・事業所内での研修の方法として、職員参加型のものを企画したいとの声は多く、今回はＫＪ法を取り上げ、実際にテーマを設定して取り組んでみました。
　
· 第３回連絡会の実施状況
	日　時
	平成２３年９月２２日（木）１３：００～１６：３０

	場　所
	介護老人保健施設　グリーンヒルズ藤枝

	参加者
	・職場研修担当者連絡会の会員１５名
・報告者　グリーンヒルズ藤枝　看・介護部長
・県社会福祉人材センター研修課　２名


１　目標管理の取組　～グリーンヒルズ藤枝からの実践報告～
　　　グリーンヒルズ藤枝の看・介護部長さんから、そもそも目標管理制度とは何かという総論部分と、実際の取組に関する各論部分に分けて、大変分かりやすく説明をいただきました。
　　　総論部分では、「目標管理」とは限られた時間の中で最大限の効果を引き出すための技法であるとし、絶えずＰＤＣＡサイクルを繰り返す中で、職員の自己統制能力や指導・援助方法の獲得につながるとのお話がありました。
　　　各論部分においては、「達成目標の設定」～「活動計画の立案」～「アクションプランの作成と評価」という具体的な手順について解説をいただきました。
　　　また、質疑応答の中では、実際に目標管理制度に取り組んだ成果として、転倒事故の半減や法人としての一体感の醸成といった点を挙げられました。
２　ワークショップ　～ＫＪ法の試行～
　　　全体を三つの班に分け、「より働きやすい職場をつくるために」というテーマで実施しました。進行役には連絡会のメンバー２名が当たり、以下の手順で進めていきました。

①　班分け・リーダー決め

②　テーマの提示

③　各自がテーマに関する「課題」を付箋に記載

④　記載した付箋を模造紙に貼る（付箋に記述した内容を簡潔に説明しながら）
⑤　付箋のグループ分け、グループのタイトル付け
⑥　グループごとの優先順位付け

⑦　発表と振返り

　　　同じテーマであっても、付箋のグループ分けには班それぞれの特徴が出ていました。課題の捉え方に様々な視点があるということは、解決に向けたアプローチにも多様な方法があることが推察されました。
実際の施設・事業所の中においてＫＪ法という手法は、職員研修という場だけではなく、スタッフのミーティング等通常業務の中でも、多くの人の参画を促す手法の一つとして、もっと気軽な形で活用することもできるかと思われます。
　　（ＫＪ法／付箋に書き込んでいる場面）
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＜今後の予定＞
次回は１２月に「ＯＪＴ」をテーマに開催予定です。









社会福祉施設・介護保険事業所の


職場研修担当者による連絡会


（第３回）を開催しました！！











